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――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

第30回（2021年度）環境安全研究センターシンポジウム 

「化学物質管理の新たな展開」 のご案内 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

環境安全研究センター（ESC）が 1991 年からほぼ年 1回で開催してきた「環境安全研究センターシ

ンポジウム」は今年、第 30 回目を迎えるそうです。このシンポジウムは、環境と安全にかかわる研究

や事例紹介を通じて、研究交流や社会への研究成果の還元を目的としており、近年はリスク可視化、

PM2.5、金属、水環境モニタリング、発がんリスクなどがテーマとして取り上げられてきました。 

記念すべき第 30 回シンポジウムのテーマは「化学物質管理の新たな展開」。水、大気、土壌の環境

に排出される化学物質の管理について、３題の講演が予定されています。水環境工学研究センターか

らは栗栖太准教授が登壇し、特に水環境中における未規制環境汚染物質について、精密質量分析計を

用いた網羅的監視方法について講演します。 

本シンポジウムは、水環境工学研究センターと協力関係にある中島典之教授が企画担当されていま

す。冬季休業直前の木曜日、ぜひともご参加ください。 
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第 30回（2021 年度）環境安全研究センターシンポジウム 

「化学物質管理の新たな展開」 

 

日時： 2021 年 12 月 23 日（木） 13 時 30分～15時 30 分 

場所： オンライン（Zoomウェビナー（要事前登録）） 

主催： 東京大学環境安全研究センター 

 

趣旨・シンポジウム内容： 公式HPをご覧ください 

プログラム： ポスター(PDF)もご覧ください 

13:30-13:40 歓迎挨拶  

 東京大学  理事・副学長  齊藤延人  

13:40-13:50 センター長挨拶  

 東京大学  環境安全研究センター長・教授  辻  佳子  

13:50-13:55 趣旨説明  

 東京大学  環境安全研究センター  教授  中島典之  

13:55-14:35 講演 1  「地球環境の中での化学物質管理の方向性 」  

https://www.esc.u-tokyo.ac.jp/relations/symposium
https://www.esc.u-tokyo.ac.jp/relations/symposium
https://www.esc.u-tokyo.ac.jp/relations/symposium/30th/
https://www.esc.u-tokyo.ac.jp/relations/symposium/30th/
https://www.esc.u-tokyo.ac.jp/download/symposium/2021ESCSymposiumPoster.pdf


 国立環境研究所  フェロー  鈴木規之  

14:35-15:00 講演 2  「事業所や家庭における化学物質の環境排出とその管理の課題 」  

 横浜国立大学  大学院環境情報研究院  教授  亀屋隆志  

15:00-15:25 講演 3  「精密質量分析計を用いた未規制環境汚染物質の監視手法の開発 」  

 東京大学  大学院工学系研究科  准教授  栗栖  太  

15:25-15:30 閉会挨拶  

 東京大学  環境安全研究センター  教授  中島典之  

参加申し込み： 公式HP・ポスター(PDF)をご覧ください。 

参加費： 無料（要事前登録） 

―――――――――――――――――――――――――――――― 

⽔に関するイベント開催、研究のご紹介、論⽂・書籍発⾏、雑誌掲載、受賞など、学内研究者と共有可能

な情報がありましたら、ぜひご連絡ください。次回のニュースレター定期配信は 2021 年 12⽉です。 
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